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(57)【要約】
【課題】電波状況に拘わらず消費電力を削減できるよう
にした受信装置、及び受信方法を提供すること。
【解決手段】複数の周波数帯域のうちいずれか一つの周
波数帯域である第１の周波数帯域を利用して受信した第
１の受信信号に基づいて第１の放送が視聴可能、又は前
記複数の周波数帯域のうち前記第１の周波数帯域以外の
全周波数帯域である第２の周波数帯域を利用して受信し
た第２の受信信号に基づいて第２の放送が視聴可能な受
信装置において、前記第１の放送が視聴されているとき
、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数帯域の
うちいずれか一つの周波数帯域である第３の周波数帯域
を利用して第３の受信信号を受信する受信部と、前記第
３の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否
かを判別し、前記第２の放送が視聴可能と判別したとき
前記第１の放送に対する視聴から第２の放送に対する視
聴への切替えを行う制御部とを備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の周波数帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第１の周波数帯域を利用して
受信した第１の受信信号に基づいて第１の放送が視聴可能、又は前記複数の周波数帯域の
うち前記第１の周波数帯域以外の全周波数帯域である第２の周波数帯域を利用して受信し
た第２の受信信号に基づいて第２の放送が視聴可能な受信装置において、
　前記第１の放送が視聴されているとき、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数
帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第３の周波数帯域を利用して第３の受信信号
を受信する受信部と、
　前記第３の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを判別し、前記第２の
放送が視聴可能と判別したとき前記第１の放送に対する視聴から第２の放送に対する視聴
への切替えを行う制御部と
　を備えることを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記第３の周波数帯域は、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数帯域のうち、
周波数が最も高い周波数帯域又は最も低い周波数帯域であることを特徴とする請求項１記
載の受信装置。
【請求項３】
　前記受信部は、前記第３の受信信号と、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数
帯域のうち前記第３の周波数帯域以外のいずれかの一つの周波数帯域である第４の周波数
帯域を利用して第４の受信信号を受信し、
　前記制御部は、前記受信した第３及び第４の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴
可能か否かを判別することを特徴とする請求項１記載の受信装置。
【請求項４】
　前記第３の周波数帯域は前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数帯域のうち、周
波数が最も高い周波数帯域であり、前記第４の周波数帯域は前記第２の周波数帯域に含ま
れる複数の周波数帯域のうち、周波数が最も低い周波数帯域であることを特徴とする請求
項３記載の受信装置。
【請求項５】
　前記受信部は、前記制御部が前記第３及び第４の受信信号に基づいて前記第２の放送が
視聴可能であると判別したとき、前記第３及び第４の受信信号と、前記第２の周波数帯域
に含まれる複数の周波数帯域のうち前記第２及び第４の周波数帯域以外のいずれか一つの
周波数帯域を夫々示す第７及び第８の周波数帯域を利用して、第７及び第８の受信信号を
夫々受信し、
　前記制御部は、受信した前記第３、第４、第７、及び第８の受信信号に基づいて前記第
２の放送が視聴可能か否かを判別することを特徴とする請求項３記載の受信装置。
【請求項６】
　前記受信部は、前記制御部が前記第３、第４、第７、及び第８の受信信号に基づいて前
記第２の放送が視聴可能でないと判別したとき、前記第３及び第４の周波数帯域を利用し
て前記第３及び第４の受信信号を受信し、
　前記制御部は、受信した前記第３及び第４の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴
可能か否かを判別することを特徴とする請求項５記載の受信装置。
【請求項７】
　前記第７及び第８の周波数帯域は、前記第３及び第４の周波数帯域よりも、前記第２の
周波数帯域において中間周波数帯域側の周波数帯域であることを特徴とする請求項６記載
の受信装置。
【請求項８】
　前記受信部は、前記第２の周波数帯域に含まれる全周波数帯域を利用して他の受信信号
を受信し、
　前記制御部は、前記他の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを判別す
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ることを特徴とする請求項６記載の受信装置。
【請求項９】
　前記受信部は、前記第３の受信信号のピーク相関電力値を検出する相関電力検出部を備
え、
　前記制御部は、前記ピーク相関電力値に基づいて前記第２の視聴放送が視聴可能か否か
を判別することを特徴とする請求項１記載の受信装置。
【請求項１０】
　複数の周波数帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第１の周波数帯域を利用して
受信した第１の受信信号に基づいて第１の放送が視聴可能、又は前記複数の周波数帯域の
うち前記第１の周波数帯域以外の全周波数帯域である第２の周波数帯域を利用して受信し
た第２の受信信号に基づいて第２の放送が視聴可能な受信装置における受信方法であって
、
　前記第１の放送が視聴されているとき、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数
帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第３の周波数帯域を利用して第３の受信信号
を受信部により受信し、
　前記第３の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを判別し、前記第２の
放送が視聴可能と判別したとき、制御部により前記第１の放送に対する視聴から第２の放
送に対する視聴への切替えを行う
　ことを特徴とする受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信装置、及び受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、地上デジタル放送では、１チャネル分の周波数帯域幅（例えば６ＭＨｚ）が１３
個のセグメントに分割され、そのうち、１２個のセグメント（以下、フルセグ）は固定受
信機向けの放送に用いられる。また、残りの１個のセグメント（以下、ワンセグ）は携帯
電話などの移動体受信機向けの放送に用いられている。
【０００３】
　図１５（Ａ）はセグメントの分割例を示す図である。図１５（Ａ）において四角の中の
数字はセグメントの番号を示す。例えば、放送局などはセグメント番号「１」～「１２」
を用いてフルセグ放送（高画質放送）を行い、セグメント番号「０」用いてワンセグ放送
（低画質放送）を行う。
【０００４】
　このような地上デジタル放送として送信された無線信号を受信する受信装置として、例
えば、カーナビゲーション装置などがある。カーナビゲーション装置などの受信装置は、
例えば、電波状況に応じて、フルセグ放送の視聴とワンセグ放送の視聴とを切替えること
ができるようになっている。
【０００５】
　図１５（Ｂ）は、このような受信装置２００の構成例を示す図である。アンテナ２０１
は放送局などから送信された無線信号を受信し、ＲＦ部２０２は、例えば受信した無線信
号を増幅し低周波の受信信号に変換する。ＯＦＤＭ復調部２０３は、変換後の受信信号に
対して、アナログデジタル変換、ＦＦＴ（Fast Fourier Transform）等を行い、各キャリ
ア（搬送波）の変調信号を出力する。階層分離部２０４は、変調信号に含まれるＴＭＣＣ
（Transmission and Multiplexing Configuration Control）信号に基づいて、変調信号
をＡ階層とＢ階層に分離し、Ａ階層の変調信号を第１の誤り訂正部２０５、Ｂ階層の変調
信号を第２の誤り訂正部２０６に出力する。第１及び第２の誤り訂正部２０５，２０６は
、各階層の変調信号に対して、波形等化処理やデマッピング処理などの復調処理、更にデ
インターリーブ処理や誤り訂正処理などの復号化処理を行う。その出力は、例えば後段の
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処理回路に供給される。
【０００６】
　なお、地上デジタル放送では、放送局などはセグメント毎に異なる変調方式にて送信す
ることができ、それぞれのセグメントの集合を、例えば階層と呼んでいる。例えば、Ａ階
層が「ワンセグ」用のセグメント、Ｂ階層が「フルセグ」用のセグメントとして利用され
る。例えば、Ａ階層側の変調方式は「ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying）」、
Ｂ階層の変調方式は「６４ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）」となっている
。
【０００７】
　このような受信装置２００において電波状況を確認する指標として、例えば、ＭＥＲ（
Modulation Error Ratio）やＢＥＲ（Bit Error Rate）などがある。受信装置２００は、
ＭＥＲ又はＢＥＲと閾値とを比較することで電波状況を確認し、フルセグ視聴可能な否か
を判別することができる。
【０００８】
　ここで、ＭＥＲは、例えば、変調誤差比とも呼ばれ、受信信号の送信信号に対するコン
スタレーションに関する誤差を示す。そのため、受信装置２００では、復号処理が行われ
る第１及び第２の誤り訂正部２０５，２０６において、ＭＥＲの測定が行われる。
【０００９】
　また、ＢＥＲは、例えば、ビット誤り率とも呼ばれ、受信ビット数に対する誤りビット
数の比率を示す。そのため、受信装置２００では、復号処理が行われる第１及び第２の誤
り訂正部２０５，２０６においてＢＥＲの測定が行われる。
【００１０】
　図１６及び図１７は、このようなＭＥＲ又はＢＥＲを用いた受信装置２００における切
替え制御の動作例を夫々示すフローチャートである。このうち、図１６はワンセグ視聴か
らフルセグ視聴に切替える場合、図１７はフルセグ視聴からワンセグ視聴に切替える場合
の各動作例を示している。
【００１１】
　ワンセグ視聴からフルセグ視聴への切替えが行われる場合、受信装置２００は、Ａ階層
側の第１の誤り訂正部２０５を起動させ、例えば、第１の誤り訂正部２０５に対して、ワ
ンセグ放送による受信信号に対する復号処理などを行わせる。これにより受信装置２００
はワンセグ視聴中の状態となり、ユーザはワンセグ放送を視聴できる（Ｓ１０１）。
【００１２】
　次いで、受信装置２００は、フルセグ状態を確認するか否かを判別する（Ｓ１０２）。
例えば、受信装置２００は一定期間経過したか否かによりフルセグ状態を確認するか否か
を判別する。
【００１３】
　そして、受信装置２００は、フルセグ状態を確認しないときはＳ１０１に移行してフル
セグ状態を確認するまで待つ（例えば一定期間経過するまで待つ）（Ｓ１０２でＮｏとＳ
１０１のループ）。一方、受信装置２００は、フルセグ状態を確認するとき（例えば一定
期間経過後）（Ｓ１０２でＹｅｓ）、フルセグ側の電波状況を確認するため、第２の誤り
訂正部２０６を起動させる（Ｓ１０３）。この起動により、第２の誤り訂正部２０６はフ
ルセグ側のＭＥＲ又はＢＥＲを測定することができる（Ｓ１０４）。
【００１４】
　受信装置２００は、例えば、測定したＭＥＲ又はＢＥＲとフルセグ視聴可能な閾値と比
較することで、フルセグ視聴可能か否かを判別する（Ｓ１０５）。
【００１５】
　そして、受信装置２００は、フルセグ視聴可能と判別したとき（Ｓ１０５でＹｅｓ）、
フルセグ視聴が行われるようにする（Ｓ１０６）。例えば、受信装置２００は、ＭＥＲ又
はＢＥＲがフルセグ視聴可能な閾値以上のとき、第１の誤り訂正部２０５の起動を停止さ
せる。ＭＥＲ又はＢＥＲ測定のために起動した第２の誤り訂正部２０６は、フルセグ放送
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による受信信号に対する復号処理などを行う。これにより、受信装置２００において、ワ
ンセグ視聴からフルセグ視聴への切替えが行われ、ユーザはフルセグ放送を視聴できる。
【００１６】
　一方、受信装置２００は、フルセグ視聴可能でないと判別したとき（Ｓ１０５でＮｏ）
、ワンセグ視聴中の状態に移行する（Ｓ１０１）。例えば、受信装置２００は、測定した
ＭＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴可能な閾値より小さいとき、フルセグ視聴可能でないと
して、Ｂ階層側の第２の誤り訂正部２０６を停止させて、ワンセグ視聴中の状態に移行す
る。
【００１７】
　図１７は、逆に、フルセグ視聴からワンセグ視聴に切替えが行われる場合の動作例を示
すフローチャートである。受信装置２００は、Ｂ階層側の第２の誤り訂正部２０６を起動
させることで、フルセグ視聴中の状態となる（Ｓ１１１）。そして、受信装置２００は、
フルセグ側の受信電波状況を確認するため、第２の誤り訂正部２０６に対して、ＭＥＲ又
はＢＥＲを測定させる（Ｓ１１２）。受信装置２００は、例えば、第２の誤り訂正部２０
６で測定したＭＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴可能な閾値以上のとき（Ｓ１１３でＹｅｓ
）、フルセグ視聴の状態を維持する（Ｓ１１１）。
【００１８】
　一方、受信装置２００は、例えば、測定したＭＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴可能な閾
値より小さいとき（Ｓ１１３でＮｏ）、Ｂ階層側の第２の誤り訂正部２０６を停止させ、
Ａ階層側の第１の誤り訂正部２０５を起動させてワンセグ視聴中の状態に移行する（Ｓ１
１４）。
【００１９】
　このような受信装置の他の例としては、例えば、放送信号を受信している時に基地局か
ら着信を受けた時、１３セグメントの放送受信を１セグメントの放送受信に切替える、放
送受信機能と電話機能とを併設した情報処理装置がある。
【００２０】
　また、受信装置の他の例として、１２セグメント放送の受信時に、ＦＦＴ後の受信ＯＦ
ＤＭ信号から検出したドップラーシフト値が所定値以上となった場合、１セグメント放送
の受信に切替えるようにしたＯＦＤＭ受信装置の例もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２１】
【特許文献１】特開２００５－１０９８２８号公報
【特許文献２】特開２００９－２８４３８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　ここで、受信装置２００において、ワンセグ視聴からフルセグ視聴への切替えが行われ
る場合のＡ階層側の第１の誤り訂正部２０５とＢ階層側の第２の誤り訂正部２０６に着目
する。ユーザがワンセグ視聴しているとき（例えば図１６のＳ１０１）は、受信装置２０
０は「Ａ階層のみ」の状態となる。「Ａ階層のみ」の状態とは、例えば、階層分離部２０
４において階層分離が行われた上で、第１の誤り訂正部２０５が動作し、第２の誤り訂正
部２０６は動作しない状態である。
【００２３】
　また、ユーザがフルセグ視聴しているとき（例えばＳ１０６）、受信装置２００は「Ｂ
階層のみ」の状態となる。「Ｂ階層のみ」の状態とは、例えば、階層分離が行われた上で
、第２の誤り訂正部２０６が動作し、第１の誤り訂正部２０５は動作しない状態である。
【００２４】
　更に、ワンセグ視聴中にフルセグの電波状況の確認が行われるとき、受信装置２００は
「Ａ，Ｂ両階層」の状態（例えばＳ１０３）となる。「Ａ，Ｂ両階層」の状態とは、例え
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ば、第１及び第２の誤り訂正部１０５，１０６の双方が動作する状態である。
【００２５】
　このような受信装置２００において電波状況が良好な場合、例えば、ＭＥＲ又はＢＥＲ
がフルセグ視聴可能な閾値以上となり、１回の判定で（例えばＳ１０５でＹｅｓ）フルセ
グ視聴への切替えが行われる（例えばＳ１０６）。
【００２６】
　しかし、電波状況が良好でない場合、例えば、ＭＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴可能な
閾値より小さくなり（例えば、Ｓ１０５でＮｏ）、受信装置２００は「Ａ階層のみ」の状
態に移行する（Ｓ１０１）。このため、以降の処理で受信装置２００は再度「Ａ，Ｂ両階
層」の状態に移行する。従って、電波状況が良好でない場合、受信装置２００が「Ａ，Ｂ
両階層」の状態へ移行する回数が複数回となり、「Ａ，Ｂ両階層」の状態へ移行する回数
が１回の場合と比較して、受信装置２００は多くの電力を消費する。
【００２７】
　また、上述した放送受信機能と電話機能とを併設した情報処理装置や、ＯＦＤＭ受信装
置は、いずれも「１２セグメント」又は「１３セグメント」から「１セグメント」への切
替えである。これら情報処理装置及びＯＦＤＭ受信装置は、双方とも、ワンセグ視聴が行
われているときにフルセグ視聴へ切替えることは行われておらず、電波状況に拘わらず消
費電力を削減することはできない。
【００２８】
　そこで、本発明の一目的は、電波状況に拘わらず消費電力を削減できるようにした受信
装置、及び受信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
　一態様によれば、複数の周波数帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第１の周波
数帯域を利用して受信した第１の受信信号に基づいて第１の放送が視聴可能、又は前記複
数の周波数帯域のうち前記第１の周波数帯域以外の全周波数帯域である第２の周波数帯域
を利用して受信した第２の受信信号に基づいて第２の放送が視聴可能な受信装置において
、前記第１の放送が視聴されているとき、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数
帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第３の周波数帯域を利用して第３の受信信号
を受信する受信部と、前記第３の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを
判別し、前記第２の放送が視聴可能と判別したとき前記第１の放送に対する視聴から第２
の放送に対する視聴への切替えを行う制御部とを備える。
【発明の効果】
【００３０】
　電波状況に拘わらず消費電力を削減できるようにした受信装置、及び受信方法を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は受信装置の構成例を示す図である。
【図２】図２は送受信システムの構成例を示す図である。
【図３】図３は受信装置の構成例を示す図である。
【図４】図４はＯＦＤＭ復調部の構成例を示す図である。
【図５】図５は１セグメント単位相関検出部の構成例を示す図である。
【図６】図６は第１（又は第２）の１セグメント単位相関器の構成例を示す図である。
【図７】図７はピーク検出部の構成例を示す図である。
【図８】図８はワンセグ視聴からフルセグ視聴への切替え動作の例を示すフローチャート
である。
【図９】図９はフルセグ視聴からワンセグ視聴への切替え動作の例を示すフローチャート
である。
【図１０】図１０はセグメントパターンの例を示す図である。
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【図１１】図１１（Ａ）及び図１１（Ｂ）はセグメントパターンの例を夫々示す図である
。
【図１２】図１２はセグメントパターンの例を示す図である。
【図１３】図１３はセグメントパターンの例を示す図である。
【図１４】図１４はセグメントパターンの例を示す図である。
【図１５】図１５（Ａ）はセグメントの分割例、図１５（Ｂ）は受信装置の構成例を夫々
示す図である。
【図１６】図１６はワンセグ視聴からフルセグ視聴への切替え動作の例を示すフローチャ
ートである。
【図１７】図１７はフルセグ視聴からワンセグ視聴への切替え動作の例を示すフローチャ
ートである。
【図１８】図１８は受信装置の他の構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明を実施するための形態について説明する。
【００３３】
　［第１の実施の形態］
　まず、第１の実施の形態について説明する。図１は第１の実施の形態における受信装置
２００の構成例を示す図である。
【００３４】
　受信装置２００は、複数の周波数帯域３００のうちいずれか一つの周波数帯域を示す第
１の周波数帯域３１０を利用して受信した第１の受信信号に基づいて第１の放送が視聴可
能である。また、受信装置２００は、複数の周波数帯域３００のうち第１の周波数帯域３
１０以外の全周波数帯域を示す第２の周波数帯域３２０を利用して受信した第２の受信信
号に基づいて第２の放送が視聴可能である。複数の周波数帯域３００は、例えば、地上デ
ジタル放送用の周波数帯域である。複数の周波数帯域３００の各周波数帯域は、例えば、
セグメントと呼ばれることもある。受信装置２００は、第１の放送も視聴可能であるし、
第２の放送の視聴可能である。
【００３５】
　受信装置２００は受信部２５１と制御部２５２とを備える。
【００３６】
　受信部２５１は、第１の放送が視聴されているとき、第２の周波数帯域３２０に含まれ
る複数の周波数帯域のうちいずれか一つの周波数帯域を示す第３の周波数帯域３２１を利
用して第３の受信信号を受信する。
【００３７】
　制御部２５２は、第３の受信信号に基づいて第２の放送が視聴可能か否かを判別し、第
２の放送が視聴可能であると判別したとき第１の放送に対する視聴から第２の放送に対す
る視聴への切替えを行う。
【００３８】
　このように、本受信装置２００は、第１の放送が視聴されているときに、第３の周波数
帯域３２１を利用して受信した第３の受信信号に基づいて第２の放送に対する視聴判断を
行っている。従って、例えば、複数の周波数帯域３００又は第２の周波数帯域３２０の全
部を夫々利用して受信信号が受信されＭＥＲ又はＢＥＲが測定される場合と比較して、本
受信装置２００は視聴判断に用いる周波数帯域の数も少ない。また、本受信装置２００は
、電波状況が良好でない場合にＭＥＲ又はＢＥＲ測定のために２つの階層の誤り訂正部を
複数回動作させることもない。よって、本受信装置２００はかかる場合と比較して、電波
状況に拘わらず消費電力を削減することができる。更に、本受信装置２００は、第１の放
送が視聴されているときに第２の放送に対する視聴判断を行っているため、第１の放送に
対する視聴から第２の放送に対する視聴への切替えが途切れることなく、継続して視聴切
替えを行うことができる。



(8) JP 2012-120012 A 2012.6.21

10

20

30

40

50

【００３９】
　［第２の実施の形態］
　＜全体構成例＞
　次に第２の実施の形態について説明する。図２は送受信システム１の構成例を示す図で
ある。送受信システム１は、例えば、地上デジタル放送システムでもある。送受信システ
ム１は、送信装置１０と中継装置（又は中継局）１５、及び受信装置２０とを備える。
【００４０】
　送信装置１０は、例えば、地上デジタル放送を行う放送局であり、映像データや音声デ
ータなどを含む無線信号を送信する。送信装置１０は、例えば、１チャネル分の周波数帯
域を複数に分割し、分割された周波数帯域を適宜利用して、無線信号を送信するようにし
ている（例えば前述の図１５（Ａ））。例えば、「ワンセグ放送」のときは、送信装置１
０は、分割した分割した周波数帯域のうちの「０」番目のセグメントを利用して無線信号
を送信し、「フルセグ放送」のときは、「１」～「１２」番目のセグメントを利用して無
線信号を送信する。
【００４１】
　中継装置１５は、送信装置１０から送信された無線信号を中継し、例えば、受信した送
信信号の電力を増幅して送信する。なお、中継装置１５は１台でも複数台でもよい。
【００４２】
　受信装置２０は、例えば、カーナビゲーション装置（又はシステム）、又は携帯電話や
ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）などの情報携帯端末などである。受信装置２０
は、送信装置１０から送信された無線信号について中継装置１５を介して受信、或いは中
継装置１５を介さず送信装置１０から直接受信することができる。本第２の実施の形態に
おいて、受信装置２０は、「ワンセグ放送」と「フルセグ放送」の視聴を切替えることが
でき、この切替えによりユーザは「ワンセグ放送」又は「フルセグ放送」を視聴できる。
受信装置２０は、例えば、セグメント番号「０」の周波数帯域を利用して受信した無線信
号に基づいて「ワンセグ放送」の視聴を行うことができ、セグメント番号「１」～「１２
」の周波数帯域を利用して受信した無線信号に基づいて「フルセグ放送」の視聴を行うこ
とができる。
【００４３】
　＜受信装置２０の構成例＞
　次に受信装置２０の構成例について説明する。図３は受信装置２０の構成例を示す図で
ある。受信装置２０は、アンテナ２１、ＲＦ（Radio Frequency）部２２、ＯＦＤＭ（Ort
hogonal Frequency Division Multiplexing）復調部２３、階層分離部２４、第１及び第
２の誤り訂正部２５，２６、階層結合部２７、ＭＰＥＧ‐２ＴＳ分離部２８、ワンセグデ
コード部２９、フルセグデコード部３０、視聴階層選択部３１、ＡＶ同期部３２、及びプ
ロセッサ３３を備える。なお、プロセッサ３３は内部バス３４を介して、ＯＦＤＭ復調部
２３、第１及び第２の誤り訂正部２５，２６、ワンセグデコード部２９、フルセグデコー
ド部３０、視聴階層選択部３１に接続される。
【００４４】
　なお、第１の実施の形態における受信部２５１は、例えば、アンテナ２１、ＲＦ部２２
、ＯＦＤＭ復調部２３、階層分離部２４、第１及び第２の誤り訂正部２５，２６、階層結
合部２７、ＭＰＥＧ‐２ＴＳ分離部２８、ワンセグデコード部２９、フルセグデコード部
３０、視聴階層選択部３１、及びＡＶ同期３２に対応する。また、第１の実施の形態にお
ける制御部２５２は、例えば、プロセッサ３３に対応する。
【００４５】
　アンテナ２１は、中継装置１５又は送信装置１０から送信された無線信号を受信し、Ｒ
Ｆ部２２に出力する。なお、ダイバーシティ通信などのために複数のアンテナ２１が設け
られてもよい。
【００４６】
　ＲＦ部２２は、受信した無線信号をベースバンド帯域のベースバンド信号に周波数変換
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（又はダウンコンバート）して出力する。ＲＦ部２２は、このような周波数変換を行うた
め、例えば周波数変換器や帯域通過フィルタ、増幅回路などを備える。
【００４７】
　ＯＦＤＭ復調部２３は、ベースバンド信号をデジタル信号に変換し、更に、時間領域の
信号を周波数領域の信号に変換するなどして、各キャリアに直交変調されている変調信号
を抽出する。そのため、ＯＦＤＭ復調部２３は、例えば、アナログデジタル変換部、ＦＦ
Ｔ部などを備える。ＯＦＤＭ復調部２３の詳細は後述する。また、ＯＦＤＭ復調部２３は
、１セグメント単位相関電力検出部を備える。１セグメント単位相関電力検出部は、例え
ば、セグメント単位でピーク相関電力値を検出する。その詳細も後述する。なお、ＯＦＤ
Ｍ復調部２３は、プロセッサ３３から制御信号が入力され、例えば、プロセッサ３３から
の制御信号に含まれるＦＦＴサイズに従ってＦＦＴ処理が行われる。
【００４８】
　階層分離部２４は変調信号に含まれるＴＭＣＣ信号に基づいて、変調信号をＡ階層（ワ
ンセグ用）とＢ階層（フルセグ用）の２つの信号に分離する。ＴＭＣＣ信号には、無線信
号の送信に利用されたセグメント数の情報が含まれ、例えば、階層分離部２４は、このセ
グメント数の情報に基づいて、変調信号をＡ階層とＢ階層の各変調信号に分離する。階層
分離部２４は、Ａ階層の変調信号を第１の誤り訂正部２５に、Ｂ階層の変調信号を第２の
誤り訂正部２６に夫々出力する。
【００４９】
　第１の誤り訂正部２５は、Ａ階層の変調信号に対して復調処理を行う。復調処理には、
例えば、遅延を含む変調信号に対する波形等化処理と、所定の信号長を有する各信号にデ
マッピングするデマッピング処理とが含まれる。この復調処理により、送信装置１０にお
ける変調（例えばＱＰＳＫ）前のデジタル信号を得ることができる。第１の誤り訂正部２
５は、更に、復調後の信号に対して復号処理を行う。復号処理には、例えば、信号列を所
定の順番に入れ替えるデインターリーブ処理と誤り訂正処理が含まれる。誤り訂正処理に
は、リードソロモン復号処理及び畳み込み復号処理などが含まれる。復号処理により、送
信装置１０における符号化前のデジタル信号を得ることができる。第１の誤り訂正部２５
は、復調処理及び復号処理が施された変調信号を、例えばＡ階層のトランスポートストリ
ーム信号（以下、ＴＳ信号）として出力する。
【００５０】
　第２の誤り訂正部２６は、Ｂ階層の変調信号に対して、第１の誤り訂正部２５と同様に
復調処理と復号処理とを行う。復調処理により、送信装置１０における変調（例えば、６
４ＱＡＭ）前のデジタル信号を得ることができる。第１の誤り訂正部２５は、復調処理と
復号処理が施された変調信号を、例えばＢ階層のＴＳ信号として出力する。なお、第１及
び第２の誤り訂正部２５，２６は、プロセッサ３３からの制御信号に従って停止や起動が
制御される。
【００５１】
　階層結合部２７は、Ａ階層のＴＳ信号とＢ階層のＴＳ信号とを階層結合し、例えば、Ｔ
Ｓ信号として出力する。
【００５２】
　ＭＰＥＧ‐２ＴＳ分離部２８は、ＭＰＥＧ‐２などのフォーマットで圧縮（又はエンコ
ード）された映像データや音声データを含むＴＳ信号に対して、伸長（又はデコード）対
象のＴＳ信号を分離して出力する。ＭＰＥＧ‐２ＴＳ分離部２８は、例えば、ＴＳ信号を
Ａ階層とＢ階層の各ＴＳ信号に分離し、Ａ階層のＴＳ信号をワンセグデコード部２９に出
力し、Ｂ階層のＴＳ信号をフルセグデコード部３０に出力する。このような階層分離は、
例えば、階層分離部２４で行われる階層分離で用いたＴＭＣＣ情報を階層分離部２４から
供給されて、このＴＭＣＣ情報に基づいて行われてもよい。
【００５３】
　ワンセグデコード部２９は、例えば、ワンセグ用（Ａ階層）のＴＳ信号をデコードする
。例えば、映像データはＨ２６４、音声データはＭＰＥＧ‐２などのフォーマットで圧縮
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されているため、ワンセグデコード部２９は、これらに対応する伸長方法により、デコー
ドされたワンセグ用の映像データまたは音声データを出力する。
【００５４】
　フルセグデコード部３０は、例えば、フルセグ用（Ｂ階層）のＴＳ信号をデコードする
。フルセグ用のＴＳ信号も、Ｈ２６４やＭＰＥＧ‐２などのフォーマットで圧縮された映
像データ又は音声データが含まれる。フルセグデコード部３０は、これらに対応する伸長
方法により、デコードされたフルセグ用の映像データまたは音声データを出力する。
【００５５】
　なお、ワンセグデコード部２９とフルセグデコード部３０も内部バス３４を介してプロ
セッサ３３と接続され、例えば、プロセッサ３３から出力された制御信号に従って、起動
と停止が夫々制御される。
【００５６】
　視聴階層選択部３１は、例えば、プロセッサ３３からの制御信号に従って、Ａ階層又は
Ｂ階層を選択し、Ａ階層（ワンセグ用）のデコードされた映像データまたは音声データ、
又はＢ階層（フルセグ用）のデコードされた映像データまたは音声データを出力する。
【００５７】
　ＡＶ同期部３２は、例えば、送信装置１０から送信される基準時間情報に同期させて、
視聴階層選択部３１から出力される映像データと音声データとを出力する。ＡＶ同期部３
２から出力された映像データや音声データは、モニタ（図示せず）やスピーカ（図示せず
）に適宜出力され、これにより、ユーザは「ワンセグ放送」や「フルセグ放送」などが視
聴できる。
【００５８】
　＜ＯＦＤＭ復調部２３の構成例＞
　次にＯＦＤＭ復調部２３の構成例について説明する。図４はＯＦＤＭ復調部２３の構成
例を示す図である。ＯＦＤＭ復調部２３は、ＡＤ変換部２３１と、ＦＦＴ部２３２と、１
セグメント単位相関電力検出部２３３（以下、「相関電力検出部」）とを備える。
【００５９】
　ＡＤ変換部２３１は、ＲＦ部２２から出力されたアナログのベースバンド信号をデジタ
ルのベースバンド信号に変換する。この変換により、Ｉ信号とＱ信号とが分離されたベー
スバンド信号（又はＯＦＤＭ信号）が抽出される。
【００６０】
　ＦＦＴ部２３２は、ＡＤ変換部２３１から出力されたベースバンド信号に対して、高速
フーリエ変換を施すことにより、時間領域から周波数領域の信号に変換する。ＦＦＴ部２
３２は、例えば、プロセッサ３３から出力された制御信号に含まれるＦＦＴサイズに従っ
て高速フーリエ変換を行う。ＦＦＴ部２３２は、周波数領域への変換により、各キャリア
に直交変調されている変調信号を抽出することができる。抽出された変調信号は階層分離
部２４に出力される。
【００６１】
　相関電力検出部２３３は、例えば、プロセッサ３３から出力された制御信号に含まれる
動作モード値に従って、Ｉ信号とＱ信号とに分離されたベースバンド信号に対して、対応
するセグメントのピーク相関電力値を検出する。
【００６２】
　図５は相関電力検出部２３３の構成例を示す図である。相関電力検出部２３３は、第１
の１セグメント単位相関器（以下、第１の相関器）２３５‐１、第２の１セグメント単位
相関器（以下、第２の相関器）２３５‐２、第１及び第２の乗算器２３６，２３７、第１
の加算器２３８、ピーク検出部２３９、及びレジスタ２４０とを備える。
【００６３】
　第１の相関器２３５‐１は、ベースバンド信号（又は受信信号）の同相成分（又はＩ信
号）Ｒｄｉに対して、動作モード値に従って、対応するセグメントの相関電力値を検出す
る。動作モード値は、例えば、１３セグメントに分割されたセグメント（例えば図１５（
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Ａ））のうち１又は複数のセグメントを指定した値を示す。例えば、動作モード値がセグ
メント番号「０」のセグメントを示すときは、第１の相関器２３５‐１はセグメント番号
「０」のセグメントを利用して送信された受信信号の同相成分に対する相関電力値を検出
する。また、例えば、動作モード値がセグメント番号「１１」と「１２」とを示すとき、
第１の相関器２３５‐１は、かかるセグメントを利用して送信された受信信号の同相成分
に対する相関電力値を検出する。
【００６４】
　図６は第１の相関器２３５‐１の構成例を示す図である。なお、第１の相関器２３５‐
１と第２の相関器２３５‐２は同一構成のため、第１の相関器２３５‐１について説明し
、第２の相関器２３５‐２の説明は省略する。
【００６５】
　第１の相関器２３５‐１は、第１のスイッチング制御部２３５１と、第１～第４３２の
遅延回路（又はシフトレジスタ）２３５２‐１～２３５２‐４３２と、第３～第４３４の
乗算器２３５３‐１～２３５３‐４３２と、第２の加算器２３５４とを備える。
【００６６】
　第１のスイッチング制御部２３５１は、プロセッサ３３から出力された動作モード値に
対応するセグメントのＩ信号が入力されたときはスイッチがオンとなり、入力されたＩ信
号を出力する。また、第１のスイッチング制御部２３５１は、動作モード値に対応しない
セグメントのＩ信号が入力されたときはスイッチがオフとなり、入力されたＩ信号を出力
しない。
【００６７】
　このようなスイッチングが行われるためには、例えば以下のように第１のスイッチング
制御部２３５１が動作する。すなわち、受信装置２０に入力されるセグメントの入力順は
、低周波の周波数帯域に対応するセグメント（セグメント番号「１１」など）から高周波
の周波数帯域に対応するセグメント（セグメント番号「１２」）、或いはその逆など、予
め決められている。第１のスイッチング制御部２３５１は、例えば、最初に入力されたセ
グメントからセグメント数をカウントし、カウント数に対応するセグメント番号と、動作
モード値として指定されたセグメント番号とが一致するとき、スイッチをオンにし、一致
しないときはオフにする。そのため、第１のスイッチング制御部２３５１は、例えば、カ
ウンタ２３５１‐１とスイッチ２３５１‐２とを備え、カウンタ２３５１‐１がカウント
数と動作モード値とが一致するときスイッチ２３５１‐２をオンにする信号を出力し、一
致しないときオフにする信号を出力する。かかる信号に基づいてスイッチ２３５１‐２の
オンまたはオフが行われる。
【００６８】
　第１～第４３２の遅延回路２３５２‐１～２３５２‐４３２と、第３～第４３４の乗算
器２３５３‐１～２３５３‐４３２、及び第２の加算器２３５４は、例えば、ＦＩＲフィ
ルタと同様の構成となっている。例えば、Ｉ信号の各サンプルが第１～第４３２の遅延回
路２３５２‐１～２３５２‐４３２でサンプル毎に順次遅延され、遅延された各サンプル
が第３～第４３４の乗算器２３５３‐１～２３５３‐４３２で重み付け係数（Ｃｏｅｆ［
１］～Ｃｏｅｆ［４３２］）と乗算される。乗算された各サンプルは、第２の加算器２３
５４で順次加算され、Ｉ信号に対する相関電力値として第１の乗算器２３６に出力される
。タップ数は、例えば、１セグメントに含まれるサブキャリアの個数（４３２個）分あり
、そのため１つのサブキャリアで送信されたＩ信号が１つのサンプルとして、順次、乗算
等される。従って、第１の相関器２３５‐１は、例えば、セグメント毎に４３２個の相関
電力値を出力する。なお、重み付け係数（Ｃｏｅｆ［１］～Ｃｏｅｆ［４３２］）は、例
えば、プロセッサ３３により制御信号として供給されてもよいし、予め第１の相関器２３
５‐１のメモリ（図示せず）内に記憶されて処理の際に読み出されるようにしてもよい。
【００６９】
　第２の相関器２３５‐２についても、例えば、図６に示す第１の相関器２３５‐１と同
様に、動作モード値により指定されたセグメントの相関電力値を出力することができる。
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ただし、第２の相関器２３５‐２においては、受信信号（又はベースバンド信号）の直交
成分（Ｑ信号）が対象である。例えば、第１のスイッチング制御部２３５１により、動作
モード値として指定されたセグメントに対応するＱ信号が出力され、第１～第４３２の遅
延回路２３５２‐１～２３５２‐４３２と、第３～第４３４の乗算器２３５３‐１～２３
５３‐４３２、及び第２の加算器２３５４により、Ｑ信号に対する相関電力値を出力する
。
【００７０】
　図５に戻り、第１の乗算器２３６は、第１の相関器２３５‐１から出力されるＩ信号の
相関電力値どうしを乗算する。また、第２の乗算器２３７は、第１の相関器２３５‐１か
ら出力されるＱ信号の相関電力値どうしを乗算する。
【００７１】
　第１の加算器２３８は、第１及び第２の乗算器２３６，２３７から出力された２つの乗
算値を加算し、ピーク検出部２３９に出力する。
【００７２】
　ピーク検出部２３９は、第１の加算器２３８から出力された相関電力値に基づいてピー
ク相関電力値を検出する。図７はピーク検出部２３９の構成例を示す図である。ピーク検
出部２３９は、第２のスイッチング制御部２３９１と、ピーク相関電力値検出部２３９２
とを備える。
【００７３】
　第２のスイッチング制御部２３９１は、プロセッサ３３から出力された動作モード値に
より指定されたセグメントの相関電力値を出力し、指定されていないセグメントの相関電
力値を出力しない。このため、第２のスイッチング制御部２３９１は、第１のスイッチン
グ制御部２３５１と同様に、カウンタ２３９１‐１とスイッチ２３９１‐２とを備える。
例えば、カウンタ２３９１‐１は、セグメント数をカウントし、カウント数に対応するセ
グメント番号と、動作モード値として指定されたセグメント番号と一致するときはスイッ
チ２３９１‐２をオンにし、そうでないときはスイッチ２３９１‐２をオフにする。
【００７４】
　ピーク相関電力値検出部２３９２は、第２のスイッチング制御部２３９１から出力され
た相関電力値に対してピークとなる相関電力値を検出することで、プロセッサ３３により
指定されたセグメントのピーク相関電力値を検出する。ピーク相関電力値は、例えば、複
数ある相関電力値のうち、閾値以上の相関電力値を求め、そのうち最大の相関電力値を有
するものをピーク相関電力値として求めることができる。ピーク相関電力値検出部２３９
２は、検出したピーク相関電力値をレジスタ２４０に出力する。
【００７５】
　図５に戻り、レジスタ２４０はピーク検出部２３９で検出されたピーク相関電力値をセ
グメント毎に保持する。プロセッサ３３は、レジスタ２４０にアクセスすることで、自身
で指定したセグメントのピーク相関電力値を取得することができる。
【００７６】
　＜受信装置２０の動作例＞
　次に受信装置２０における動作例を説明する。図８は、受信装置２０においてワンセグ
視聴からフルセグ視聴に切替えが行われる場合の動作例を示すフローチャートである。ま
た、図９は、受信装置２０においてフルセグ視聴からワンセグ視聴に切替えが行われる場
合の動作例を示すフローチャートである。
【００７７】
　＜ワンセグ視聴からフルセグ視聴への切替え＞
　最初にワンセグ視聴からフルセグ視聴に切替えが行われる場合の動作例について説明す
る。図８に示すように、受信装置２０は、処理を開始すると（Ｓ１０）、ワンセグ視聴用
の動作モード値を設定することで、ワンセグ視聴中の状態となる（Ｓ１１）。動作モード
値は、ワンセグ視聴用の動作モードで、セグメント番号「０」のセグメントが対象セグメ
ントであることを示す値となっている。
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【００７８】
　例えば、プロセッサ３３は、ワンセグ視聴用の動作モード値として、「００４０」を設
定し、この動作モード値を含む制御信号を第１の誤り訂正部２５、ワンセグデコード部２
９、視聴階層選択部３１に出力する。この場合の動作モード値は、例えば、Ａ階層が選択
され、「ワンセグ放送」の視聴が行われるようにする動作モード値となる。これにより、
例えば、第１の誤り訂正部２５、ワンセグデコード部２９、及び視聴階層選択部３１が起
動して各種処理を行い、Ａ階層側の映像データや音声データなどが選択され、ユーザはワ
ンセグ視聴可能となる。例えば、プロセッサ３３は、設定した動作モード値を第２の誤り
訂正部２６とフルセグデコード部３０に出力してもよい。第２の誤り訂正部２６とフルセ
グデコード部３０は、動作モード値がワンセグ視聴用の動作モード値であること認識して
、起動しないようにすることもできる。なお、この動作モード値の詳細は後述する。
【００７９】
　次いで、受信装置２０はフルセグ状態を確認する（Ｓ１２）。例えば、プロセッサ３３
は、一定期間毎にフルセグ状態か否かを確認するようにしており、一定期間経過したか否
かにより判別する。従って、例えば、プロセッサ３３は一定期間経過しないとき（Ｓ１２
でＮｏ）、経過するまで待ち、一定期間経過すると次の処理に移行する（Ｓ１２でＹｅｓ
）。
【００８０】
　受信装置２０は、フルセグ状態を確認することができるとき（Ｓ１２でＹｅｓ）、動作
モード値を変更する（Ｓ１３）。例えば、プロセッサ３３が動作モード値を変更する。こ
の場合の動作モード値は、例えば、ピーク相関電力値を測定する対象となるセグメント（
以下、「対象セグメント」）を指定するための動作モード値となる。
【００８１】
　図１０は対象セグメントと動作モード値との対応関係の例を示す図である。例えば、セ
グメント番号「１１」～「０」～「１２」の順に、対象セグメントを「１」、対象でない
セグメント「０」として１ビット構成で表現し、これを１６進で表わした数値を動作モー
ド値としている。例えば、対象セグメントが「０」のとき、ビット構成は「００００００
１００００００」、動作モード値はこれを１６進表現で表わした「００４０」となる。対
象セグメントが「１１」，「１２」のとき、動作モード値は「１００１」となる。また、
全セグメントが対象のときは、動作モード値は「１ＦＦＦ」となる。もちろん、このよう
な動作モード値は一例であり、動作モード値の指定により対象セグメントがどれであるの
かが受信装置２０において把握できるものであればどのようなものでもよい。
【００８２】
　なお、プロセッサ３３は、例えば、この変更した動作モード値を制御信号として、ＯＦ
ＤＭ復調部２３の相関電力検出部２３３に出力する。プロセッサ３３は、例えば、変更し
た動作モード値を相関電力検出部２３３以外の処理ブロックに出力することもできる。こ
の場合、例えば、第１の誤り訂正部２５やワンセグデコード部２９などは、動作モード値
がワンセグ視聴かフルセグ視聴の値に変更されたわけではないことを認識し、とくに内部
で処理を行わないようにすることもできる。
【００８３】
　図８に戻り、次いで、受信装置２０は対象セグメントに対するピーク相関電力値を測定
する（Ｓ１４）。例えば、上述したように、プロセッサ３３が動作モード値を含む制御信
号を、第１及び第２の相関器２３５‐１，２３５‐２と、ピーク検出部２３９に出力する
ことで、対象セグメントのピーク相関電力値を測定する。例えば、上述したように、第１
及び第２の相関器２３５‐１，２３５‐２における第１のスイッチング制御部２３５１の
オン、オフにより、対象セグメントの受信信号が入力され、相関値が測定される。また、
ピーク検出部２３９は、第２のスイッチング制御部２３９１のオン、オフにより、対象セ
グメントの相関値が入力され、対象セグメントのピーク相関電力値を測定する。ピーク検
出部２３９は、測定したピーク相関電力値をレジスタ２４０に記憶する。
【００８４】
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　次いで、受信装置２０はフルセグ視聴可能な否かを判別する（Ｓ１５）。例えば、プロ
セッサ３３は、レジスタ２４０に記憶されたピーク相関電力値を読み出し、フルセグ視聴
可能な閾値と比較して判別する。例えば、プロセッサ３３は、読み出したピーク相関電力
値が当該閾値以上のときフルセグ視聴可能（Ｓ１５でＹｅｓ）、ピーク相関電力値が当該
閾値より小さいときフルセグ視聴可能でないと判別する（Ｓ１５でＮｏ）。
【００８５】
　受信装置２０は、フルセグ視聴可能でないとき（Ｓ１５でＮｏ）、Ｓ１１の処理に戻り
、上述した処理を繰り返す。この場合、例えば、プロセッサ３３はワンセグ視聴中の状態
からフルセグ視聴の状態に移行するわけではないため、ワンセグ用の動作モード値を出力
しなくてもよい。すなわち、受信装置２００は、動作モード値を変更したが（Ｓ１３）、
例えば、これは対象セグメントのピーク相関電力値を測定するための動作モード値が指定
されたのであって、ワンセグからフルセグ視聴へ変更するための動作モード値が指定され
たわけではない。よって、例えば、プロセッサ３３はワンセグ視聴を示す動作モード値を
再度指定して出力してもよいし、指定せずに動作モード値に関してそのままの状態を維持
するようにしてもよい。
【００８６】
　一方、受信装置２０は、フルセグ視聴可能なとき（Ｓ１５でＹｅｓ）、動作モード値と
して「Ｅｎｄ」を指定したか否かを判別する（Ｓ１６）。例えば、プロセッサ３３がＳ１
３で指定した対象セグメントの次に指定する対象セグメントがないときは、「Ｅｎｄ」を
示す動作モード値（例えば、「ＦＦＦＦ」）を相関電力検出部２３３に出力する。相関電
力検出部２３３は、例えば、かかる動作モード値の入力により動作又は起動を停止する。
【００８７】
　なお、プロセッサ３３が「Ｅｎｄ」を示す動作モード値を出力するか否かは、例えば、
以下のように行うこともできる。すなわち、プロセッサ３３は、ピーク相関電力値を測定
する対象セグメントをどのように指定するかをセグメントパターンとして予め決めておく
。そして、プロセッサ３３は、そのセグメントパターンのうち最後のセグメントに対する
ピーク相関電力値がフルセグ視聴できる程度に十分な値であれば（Ｓ１５でＹｅｓ）、「
Ｅｎｄ」の動作モード値を出力する。セグメントパターンの例は後述する。
【００８８】
　受信装置２０は、次回の動作モード値として「Ｅｎｄ」が指定されたとき（Ｓ１６でＹ
ｅｓ）、フルセグ視聴用の動作モード値を設定し、フルセグ視聴の状態に移行する（Ｓ１
７）。例えば、プロセッサ３３は、セグメント番号「１」～「１２」までを指定した動作
モード値（例えば、「１ＦＦＦ」）をＯＦＤＭ復調部２３のＦＦＴ部２３２、第２の誤り
訂正部２６、フルセグデコード部３０、視聴階層選択部３１に出力する。この場合の動作
モード値は、例えば、Ｂ階層を選択し、「フルセグ放送」の視聴が行われるようにする動
作モード値である。これにより、ＦＦＴ部２３２は、例えば、セグメント番号「０」によ
る受信信号から、セグメント番号「１」～「１２」による受信信号にＦＦＴ処理の対象を
拡げる。また、第２の誤り訂正部２６とフルセグデコード部３０はフルセグ視聴用の動作
モード値の入力により起動し、例えば、セグメント番号「１」～「１２」による受信信号
に対する復号処理等を行う。一方、プロセッサ３３は、第１の誤り訂正部２５とフルセグ
デコード部３０にフルセグ視聴用の動作モード値を出力してもよく、この場合、第１の誤
り訂正部２５とフルセグデコード部３０は当該動作モード値の入力により起動を停止する
。これにより、例えば、受信装置２０は「Ｂ階層のみ」の状態となり、ユーザはフルセグ
放送を視聴できる。
【００８９】
　そして、受信装置２０は一連の処理を終了する（Ｓ１８）。
【００９０】
　一方、受信装置２０は、次回の動作モード値として「Ｅｎｄ」が指定されていないとき
（Ｓ１６でＮｏ）、対象セグメントを指定した動作モード値を変更することで、対象セグ
メントを更新する（Ｓ１３）。対象セグメントの更新は、例えば、セグメントパターンに
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従うことになる。セグメントパターンは、例えば、前述したように１つのセグメントパタ
ーンによる１回のフルセグ視聴の確認で終了（最初に動作モード値が変更され（Ｓ１３）
、フルセグ視聴可能であれば（Ｓ１５）、「Ｅｎｄ」が指定される）してもよい。また、
複数のセグメントパターンによる複数回のフルセグ視聴の確認（Ｓ１６でＮｏとなり、動
作モード値が更新される）を行うようにしてもよい。（最初に動作モード値が変更され（
Ｓ１３）、フルセグ視聴可能であれば（Ｓ１５）、「Ｅｎｄ」が指定される）。ここで、
セグメントパターンの例について、１回の確認で終了するパターンと、複数回の確認が行
われるパターンの２つのパターンに分けて説明する。
【００９１】
　＜セグメントパターンの例＞
　まず、１回の確認で終了するセグメントパターンの例について説明する。この場合、上
述したように、プロセッサ３３はセグメントパターンを指示する動作モード値を相関電力
検出部２３３に出力してピーク相関電力値を測定させる（例えば図８のＳ１４）。そして
、プロセッサ３３は、測定結果がフルセグ視聴条件（例えばＳ１５）を１回でも満たすと
き（Ｓ１５でＹｅｓ）、「Ｅｎｄ」の動作モード値を出力することになる。
【００９２】
　図１１（Ａ）及び図１１（Ｂ）は、セグメントパターンの例を示す図である。図１１（
Ａ）に示すように、例えば、セグメント番号「０」，「１１」，「１２」を対象セグメン
トとしたセグメントパターンとすることができる。この場合、プロセッサ３３は、例えば
、３つのセグメント夫々に対するピーク相関電力値が全てフルセグ視聴可能な閾値以上の
とき（Ｓ１５でＹｅｓ）、「Ｅｎｄ」を示す動作モード値を出力する（Ｓ１６でＹｅｓ）
。あるいは、プロセッサ３３は、例えば、３つのセグメントのピーク相関電力値を加算し
、加算値が加算用のフルセグ視聴可能な閾値以上のとき、フルセグ視聴条件を満たす（Ｓ
１５でＹｅｓ）ものとしてもよい。
【００９３】
　図１１（Ａ）の例では、地上デジタル放送用の周波数帯域のうち、最も周波数帯域の高
いセグメントと最も周波数帯域の低いセグメントがセグメントパターンとして指定されて
いる。これら２つのセグメントは、他のセグメントと比較して、地上デジタル放送用の周
波数帯域以外の周波数帯による信号の影響を最も受け易い。従って、外圧の最も大きい２
つのセグメントによるピーク相関電力値がフルセグ視聴可能なほど十分であれば、受信装
置２０は、他のセグメントに対するピーク相関電力値を測定することなく、フルセグ視聴
可能と判断することもできる。
【００９４】
　また、図１１（Ａ）に示すように、セグメント番号「０」がセグメントパターンに含ま
れてもよい。セグメント番号「０」はワンセグ放送用のセグメントのため、例えば、プロ
セッサ３３は、このセグメントによるピーク相関電力値に基づいてワンセグ視聴可能か否
かの確認をすることもできる。
【００９５】
　図１１（Ｂ）に示す例は、セグメント番号「０」，「１１」をセグメントパターンとし
た例である。このように、セグメントパターンとしては、セグメント番号「０」以外の対
象セグメントは必ずしも複数ではなく１つのセグメントとしてもよい。この場合、対象セ
グメントをセグメント番号「０」，「１２」とすることもできる。
【００９６】
　他にも、図１０に示すように、例えばセグメント番号「１１」，「１２」など、セグメ
ント番号「０」を含まないセグメントパターンとすることもできる。例えば、セグメント
番号「１１」を対象セグメントとしたり、セグメント番号「１２」を対象セグメントとす
ることもできる。
【００９７】
　また、図１０に示すように、セグメント番号「０」～「４」など、地上デジタル放送用
の全周波数帯域のうち、中間周波数帯域に含まれるセグメントを対象セグメントとしたセ
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グメントパターンとすることもできる。あるいは、偶数セグメントや奇数セグメントを対
象セグメントにしたセグメントパターンとすることもできる。例えば、偶数セグメントは
、地上デジタル放送用の全周波数帯域のうち高周波数帯域に属するセグメントであり、奇
数セグメントは、地上デジタル放送用の全周波数帯域のうち低周波数帯域に属するセグメ
ントでもある。
【００９８】
　さらに、セグメント番号「０」，「５」，「６」，「１１」，「１２」を対象セグメン
トとしたセグメントパターンもある。この場合のセグメントパターンは、例えば、地上デ
ジタル放送用の全周波数帯域のうち、２セグメント毎に配置されたセグメントを対象セグ
メントにしている。例えば、セグメントパターンとして、セグメント番号「０」，「３」
，「４」，「７」，「８」，「１１」，「１２」など１セグメント毎に配置されたセグメ
ントを対象セグメントにしたものでもよい。
【００９９】
　更に、セグメント番号「１」～「１０」のセグメントを対象セグメントとしたセグメン
トパターンや、セグメント番号「０」～「１２」までの全セグメントを対象セグメントと
したセグメントパターンでもよい。
【０１００】
　次に複数回の確認が行われる場合のセグメントパターンの例について説明する。この場
合は、前述したように、最初にあるセグメントパターン、次に他のセグメントパターンな
どとすることにより、フルセグ視聴の確認が複数回行われる例である。図１２及び図１３
はかかる場合のセグメントパターンの例を夫々示しており、図１２は２つのセグメントパ
ターン、図１３は６つセグメントパターンにより夫々確認が行われる例を示している。
【０１０１】
　図１２の例は、１回目のセグメントパターンは、セグメント番号「０」，「１１」，「
１２」とし、２回目のセグメントパターンは、更に、セグメント番号「５」，「６」が追
加される例である。例えば、プロセッサ３３は最初に動作モード値「１０４１」を相関電
力検出部２３３に出力して、セグメント番号「０」，「１１」，「１２」夫々のピーク相
関電力値を測定させる（Ｓ１４）。プロセッサ３３は、例えば、これらの測定結果が全て
フルセグ視聴可能な閾値以上のとき（フルセグ視聴条件を満たすとき）（Ｓ１５でＹｅｓ
）、動作モード値「１２４９」を相関電力検出部２３３に出力する（Ｓ１６でＮｏ、Ｓ１
３）。相関電力検出部２３３は、セグメント番号「０」，「５」，「６」，「１１」，「
１２」の各セグメントに対するピーク相関電力値を測定する。プロセッサ３３は、例えば
、これらの測定結果が全てフルセグ視聴条件を満たすとき、「Ｅｎｄ」を示す動作モード
値を出力し、フルセグ視聴可能と判断する（Ｓ１６でＹｅｓ，Ｓ１７）。例えば、図１２
に示すように、確認回数が１回増加すると対象セグメントが「２」個ずつ増加するような
セグメントパターン以外にも、対象セグメントが「１」個ずつ増加したり、「３」個ずつ
増加するなど、１又は複数個ずつ対象セグメントが増加するようにしてもよい。１又は複
数個ずつ対象セグメントが増加する場合、どのセグメントを対象セグメントとして追加す
るかは、任意のセグメントでもよい。
【０１０２】
　図１３の例は、１回目のセグメントパターンはセグメント番号「０」，「１１」，「１
２」とし、２回目のセグメントパターンは１回目のセグメントパターンに対してセグメン
ト番号「９」，「１０」が追加されたパターンとしている。３回目のセグメントパターン
は、２回目のセグメントパターンに対して、セグメント番号「７」，「８」が追加された
パターンとなっている。以降、低周波帯域のセグメント又は高周波帯域のセグメントから
セグメント番号「０」のセグメントに向けて対象セグメントが追加されるようにして対象
セグメントが増加するパターンとなっている。最後の６回目のセグメントパターンは、全
セグメントが対象となっており、すべてのセグメントに対してフルセグ視聴条件の確認が
行われる。
【０１０３】
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　図１２の例と図１３の例とを比較すると、いずれの場合も対象セグメントが順次増加す
るセグメントパターンであるが、図１３の例は全セグメントを確認すると終了するパター
ン、図１２の例では全セグメントを確認しないで途中で終了するパターンでもある。図１
３の例では全セグメントまで確認するため、全セグメント確認しない図１２の例よりも、
ユーザがフルセグ放送を視聴できる確率が高くなる。一方、図１２の例では、２回の確認
で終了するため、全セグメント確認するまで終了しない場合と比較して、処理開始から処
理終了までの処理スピードが早くなり、フルセグ視聴までの時間も早くなる。例えば、ユ
ーザが安定したフルセグ視聴を好む場合は図１３、多少のノイズがあってもできるだけ早
くフルセグ視聴を行いたい場合は図１２などの例とすることもできる。また、いずれの例
の場合でも、対象セグメントが増加するセグメントパターンの場合、フルセグ視聴条件の
確認（Ｓ１５）は全セグメントを確認する場合よりも少ないセグメントで確認することが
できる。
【０１０４】
　図１４も複数回の確認が行われる場合のセグメントパターンの例を示す図である。図１
２及び図１３の例は、セグメントパターンの対象セグメントが増加していくパターンの例
を示した。図１４の例は、対象セグメントが減少するセグメントパターンの例である。例
えば、５回目のセグメントパターンでは、セグメント番号「１」，「２」を除く全セグメ
ント夫々に対するピーク相関電力値が測定される。このとき、例えば、対象セグメントの
うち、あるセグメントのピーク相関電力値が測定できなくなり、フルセグ視聴条件を何度
も満たさない場合もある（例えばＳ１５でＮｏ）。このような事態を想定して、セグメン
トパターンとして、６回目のセグメントパターンは５回目の対象セグメントより少ない数
のセグメントとしてピーク相関電力値が測定されるようになされてもよい。あるいは、プ
ロセッサ３３は、例えばフルセグ視聴条件の回数に関する閾値を設けて、フルセグ視聴条
件を満たさない回数が当該閾値を超えると、対象セグメントを少なくさせるセグメントパ
ターンに変更するようにすることもできる。
【０１０５】
　なお、図１４に示すセグメントパターンにおいても、例えば、３回目のセグメントパタ
ーンとして、１回目と同じセグメントパターン（セグメント番号「０」，「１１」，「１
２」を対象セグメント）とすることもできる。あるいは、４回目のセグメントパターンが
３回目のセグメントパターンと同じパターンとすることもできる。
【０１０６】
　このように、セグメントパターンとしては確認回数が増加するに伴い、対象セグメント
が増加するパターン以外にも、対象セグメント数が減少するパターンが含まれるようにな
ってもよい。また、対象セグメント数が増加するパターンと減少するパターンとが混合す
るようなセグメントパターンとしてもよい。更に、確認回数が増加しても対象セグメント
の個数は同じでもよいし、１回目はセグメント番号「０」，「１１」，「１２」、２回目
はセグメント番号「０」，「９」，「１０」など対象セグメントの個数は変わらずに対象
セグメント自体が異なるようなセグメントパターンでもよい。
【０１０７】
　このように、受信装置２０は、ワンセグ視聴状態において、フルセグ視聴の確認（又は
フルセグ視聴条件（例えば図８のＳ１５））を行うとき、例えば、全セグメント又はフル
セグ用の全セグメントを対象セグメントとはしていない。受信装置２０は、例えば、全セ
グメント又はフルセグ放送に用いられる全セグメントのうち、いずれか一つ、又は複数で
あってもフルセグ用の全セグメントを対象としないセグメントを対象セグメントとしてい
る。よって、受信装置２０は、全セグメント又はフルセグ用の全セグメントを対象セグメ
ントとする場合と比較して、測定対象のセグメント数は少なくなり、消費電力を削減する
ことができる。
【０１０８】
　また、受信装置２０は、第１及び第２の誤り訂正部２５，２６の双方を動作させてＭＥ
Ｒ又はＢＥＲを測定する場合と比較して、第１及び第２の誤り訂正部２５，２６を動作さ
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せることはないため、消費電力を削減することができる。
【０１０９】
　更に、受信装置２００は、ワンセグ放送が視聴されているときにフルセグ視聴に対する
フルセグ視聴条件を判断しているため、ワンセグ視聴からフルセグ視聴への切替えも途切
れることなく、継続して視聴切替えを行うことができる。
【０１１０】
　また、受信装置２０は、例えば電波状況が良好でない場合にフルセグ視聴条件を満たさ
ないとして（例えば図８のＳ１５でＮｏ）、例えば、第２の誤り訂正部２６を起動させる
ことはない。従って、受信装置２０は、電波状況が良好でないとして「Ａ，Ｂ両階層」の
状態に移行することはないため、「Ａ，Ｂ両階層」の状態に何度も移行する場合と比較し
て、電波状況に拘わらず、消費電力を削減できる。
【０１１１】
　更に、受信装置２０は、フルセグ視聴条件において対象となるピーク相関電力値につい
て、ＦＦＴ部２３２の前段に位置する相関電力検出部２３３において検出している。従っ
て、受信装置２０は、ＦＦＴ部２３２を起動させてフルセグ視聴条件を判別することはな
いため、ＦＦＴ部２３２を起動させて判別する場合と比較して、消費電力を削減できる。
【０１１２】
　＜フルセグ視聴からワンセグ視聴への切替え＞
　次に受信装置２０におけるフルセグ視聴からワンセグ視聴への切替え動作の例について
説明する。図９はフルセグ視聴からワンセグ視聴への切替え動作の例を示すフローチャー
トである。
【０１１３】
　受信装置２０は、処理を開始すると（Ｓ２０）、フルセグ視聴用の動作モード値（例え
ば、「１ＦＢＦ」）を設定する（Ｓ２１）。この場合の動作モード値は、例えば、Ｂ階層
が選択され、「フルセグ放送」の視聴が行われるようにする動作モード値である。例えば
、プロセッサ３３はかかる動作モード値をＯＦＤＭ復調部２３のＦＦＴ部２３２、第２の
誤り訂正部２６、フルセグデコード部３０、視聴階層選択部３１に出力する。これらの処
理部は、かかる動作モード値の入力により起動され、Ｂ階層側の受信信号に対するＦＦＴ
処理などが行われる。これにより、受信装置２０は、例えば「Ｂ階層のみ」の状態となり
、ユーザはフルセグ放送を視聴できる。
【０１１４】
　次いで、受信装置２０はフルセグ側（Ｂ階層側）のＭＥＲ又はＢＥＲを測定する（Ｓ２
２）。例えば、第２の誤り訂正部２６が複素成分（Ｉ信号とＱ信号）を含む受信信号に対
して、復調処理においてＭＥＲを測定する。または、例えば、第２の誤り訂正部２６が復
調後の受信信号に対して、復号処理においてＢＥＲを測定する。
【０１１５】
　次いで、受信装置２０は、測定したＭＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴条件を満たすか否
かを判別する（Ｓ２３）。例えば、プロセッサ３３は、第２の誤り訂正部２６で測定した
ＭＥＲ又はＢＥＲを第２の誤り訂正部２６から取得し、フルセグ視聴可能な閾値以上か否
かにより判別できる。
【０１１６】
　受信装置２０は、測定したＭＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴条件を満たすとき（Ｓ２３
でＹｅｓ）、フルセグ視聴の状態を維持する（Ｓ２１）。例えば、プロセッサ３３は、Ｍ
ＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴可能な閾値以上のとき、フルセグ用の動作モード値（例え
ば、１６進数で「１ＦＢＦ」）をＯＦＤＭ復調部２３などに出力する。この場合、プロセ
ッサ３３は、フルセグ視聴からワンセグ視聴に切替えが行われるわけではないため、フル
セグ用の動作モード値を出力しないようにすることもできる。
【０１１７】
　一方、受信装置２０は、測定したＭＥＲ又はＢＥＲがフルセグ視聴条件を満たさないと
き（Ｓ２３でＮｏ）、フルセグ視聴できないと判別して、フルセグ視聴からワンセグ視聴



(19) JP 2012-120012 A 2012.6.21

10

20

30

40

50

に切替えを行う（Ｓ２４）。例えば、プロセッサ３３は、測定したＭＥＲ又はＢＥＲがフ
ルセグ視聴可能な閾値より小さいとき、ワンセグ用の動作モード値（例えば、「００４０
」）を出力する。この場合の動作モード値は、Ａ階層が選択され、「ワンセグ放送」の視
聴が行われるようにする動作モード値である。出力先は、例えば、ＯＦＤＭ復調部２３、
第１及び第２の誤り訂正部２５，２６、ワンセグデコード部２９、フルセグデコード部３
０、及び視聴階層選択部３１となる。ＯＦＤＭ復調部２３のＦＦＴ部２３２は、ワンセグ
用の動作モード値の入力により、ＦＦＴの処理対象をフルセグからワンセグ用のセグメン
トで受信した受信信号とする。例えば、Ｂ階層側の第２の誤り訂正部２６とフルセグデコ
ード部３０は、ワンセグ用の動作モード値の入力により起動を停止し、Ａ階層側の第１の
誤り訂正部２５とワンセグデコード部２９はワンセグ用の動作モード値の入力により起動
する。これにより、例えば、受信装置２０は「Ａ階層のみ」の状態となり、ユーザはワン
セグ放送を視聴できる。
【０１１８】
　そして、受信装置２０は、一連の処理を終了する（Ｓ２５）。
【０１１９】
　＜その他の例＞
　第２の実施の形態において、プロセッサ３３の接続先は、ＯＦＤＭ復調部２３や、第１
及び第２の誤り訂正部２５，２６、ワンセグデコード部２９、フルセグデコード部３０、
及び視聴階層選択部３１として説明した（例えば図３）。例えば、ＲＦ部２２、階層分離
部２４、階層結合部２７、ＭＥＰＧ‐ＴＳ分離部２８、視聴階層選択部３１、ＡＶ同期部
３２のうちいずれか、又はその全てに、プロセッサ３３が接続してもよい。プロセッサ３
３からの制御信号により、例えば、ＲＦ部２２が周波数変換の動作を行ったり、階層分離
部２４においてＡ階層とＢ階層の各信号に分離するなど、各部の動作が制御されてもよい
。
【０１２０】
　また、第２の実施の形態において、プロセッサ３３は対象セグメントを示す動作モード
値を第１及び第２の相関器２３５‐１，２３５‐２とピーク検出部２３９に出力する例を
説明した（例えば、図５）。例えば、プロセッサ３３はかかる動作モード値をピーク検出
部２３９に出力しないようにすることもできる。この第１及び第２の相関器２３５‐１，
２３５‐２で対象セグメントが選択されていれば、ピーク検出部２３９では対象セグメン
トを選択しないようにすることもできる。この場合、ピーク検出部２３９は、第２のスイ
ッチング制御部２３９１を含まないようにしてもよい。
【０１２１】
　更に、第２の実施の形態では、受信装置２０がピーク相関電力値を検出し、これに基づ
いてフルセグ視聴可能か否かを判別した（例えば図８のＳ１４とＳ１５）。ピーク相関電
力値以外にも、例えば、ピーク電力値と平均電力値との比率（Peak to Average Power Ra
tio）などでフルセグ視聴条件が判別されてもよい。この場合でも、受信装置２０は、Ｐ
ＡＰＲがフルセグ視聴可能な閾値以上のときフルセグ視聴可能と判別し、そうでないとき
フルセグ視聴可能でないと判別することもできる（例えば図８のＳ１４とＳ１５）。フル
セグ視聴条件が判別されるときに（例えばＳ１５）、例えば、ＦＦＴ部２３２によりＦＦ
Ｔ処理が行われる前の受信信号に対する電力値などの指標に基づいて判別されることが望
ましい。
【０１２２】
　更に、第１及び第２の実施の形態で説明した受信装置２０は他の構成例でも実施できる
。図１８は受信装置２０の他の構成例を示す図である。受信装置２０は、更に、ＣＰＵ（
Central Processing Unit）４１と、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）４２、及びＲ
ＡＭ（Random Access Memory）４３を備える。例えば、第２の実施の形態におけるプロセ
ッサ３３はＣＰＵ４１に対応する。例えば、第２の実施の形態におけるＯＦＤＭ復調部２
３からＡＶ同期部３２までの各機能は、ＣＰＵ４１とＤＳＰ４２、及びＲＡＭ４３の協調
動作により実現される。また、第１の実施の形態における制御部２５１はＣＰＵ４１に対
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応する。第１の実施の形態における受信部２５１は、アンテナ２１、ＲＦ部２２に対応し
、更に、ＣＰＵ４１とＤＳＰ４２、及びＲＡＭ４３による協調動作により実現される。
【０１２３】
　以上まとめると付記のようになる。
【０１２４】
　（付記１）　
　複数の周波数帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第１の周波数帯域を利用して
受信した第１の受信信号に基づいて第１の放送が視聴可能、又は前記複数の周波数帯域の
うち前記第１の周波数帯域以外の全周波数帯域である第２の周波数帯域を利用して受信し
た第２の受信信号に基づいて第２の放送が視聴可能な受信装置において、
　前記第１の放送が視聴されているとき、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数
帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第３の周波数帯域を利用して第３の受信信号
を受信する受信部と、
　前記第３の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを判別し、前記第２の
放送が視聴可能と判別したとき前記第１の放送に対する視聴から第２の放送に対する視聴
への切替えを行う制御部と
　を備えることを特徴とする受信装置。
【０１２５】
　（付記２）
　前記第３の周波数帯域は、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数帯域のうち、
周波数が最も高い周波数帯域又は最も低い周波数帯域であることを特徴とする付記１記載
の受信装置。
【０１２６】
　（付記３）
　前記受信部は、前記第３の受信信号と、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数
帯域のうち前記第３の周波数帯域以外のいずれかの一つの周波数帯域である第４の周波数
帯域を利用して第４の受信信号を受信し、
　前記制御部は、前記受信した第３及び第４の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴
可能か否かを判別することを特徴とする付記１記載の受信装置。
【０１２７】
　（付記４）
　前記第３の周波数帯域は前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数帯域のうち、周
波数が最も高い周波数帯域であり、前記第４の周波数帯域は前記第２の周波数帯域に含ま
れる複数の周波数帯域のうち、周波数が最も低い周波数帯域であることを特徴とする付記
３記載の受信装置。
【０１２８】
　（付記５）
　前記受信部は、前記第３及び第４の受信信号と、前記第２の周波数帯域に含まれる複数
の周波数帯域のうち前記第３及び第４の周波数帯域以外の一又は複数の周波数帯域である
第５の周波数帯域を利用して第５の受信信号を受信し、
　前記制御部は前記第３、第４、及び第５の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可
能か否かを判別することを特徴とする付記３記載の受信装置。
【０１２９】
　（付記６）
　前記第３、第４、及び第５の周波数帯域は、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周
波数帯域のうち、前記第３、第４、及び第５の周波数帯域以外の他の周波数帯域より周波
数の高い高周波数帯域、又は前記他の周波数帯域より周波数の低い低周波数帯域に属する
ことを特徴する付記５記載の受信装置。
【０１３０】
　（付記７）
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　前記第３、第４、及び第５の周波数帯域は、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周
波数帯域のうち、一又は二周波数帯域毎に配置された周波数帯域であることを特徴とする
付記５記載の受信装置。
【０１３１】
　（付記８）
　前記受信部は、前記制御部が前記第２の放送は視聴可能と判別したとき、前記第３の受
信信号と、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数帯域のうち前記第３の周波数帯
域以外のいずれか一つの周波数帯域である第６の周波数帯域を利用して第６の受信信号を
受信し、
　前記制御部は、受信した前記第３及び第６の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴
可能か否かを判別することを特徴とする付記１記載の受信装置。
【０１３２】
　（付記９）
　前記受信部は、前記制御部が前記第３及び第６の受信信号に基づいて前記第２の放送が
視聴可能でないと判別したとき、前記第３の周波数帯域を利用して前記第３の受信信号を
受信し、
　前記制御部は、受信した前記第３の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否
かを判別することを特徴とする付記８記載の受信装置。
【０１３３】
　（付記１０）
　前記受信部は、前記第２の周波数帯域に含まれる全周波数帯域を利用して他の受信信号
を受信し、
　前記制御部は、前記他の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを判別す
ることを特徴とする付記８記載の受信装置。
【０１３４】
　（付記１１）
　前記受信部は、前記制御部が前記第３及び第４の受信信号に基づいて前記第２の放送が
視聴可能であると判別したとき、前記第３及び第４の受信信号と、前記第２の周波数帯域
に含まれる複数の周波数帯域のうち前記第２及び第４の周波数帯域以外のいずれか一つの
周波数帯域を夫々示す第７及び第８の周波数帯域を利用して、第７及び第８の受信信号を
夫々受信し、
　前記制御部は、受信した前記第３、第４、第７、及び第８の受信信号に基づいて前記第
２の放送が視聴可能か否かを判別することを特徴とする付記３記載の受信装置。
【０１３５】
　（付記１２）
　前記受信部は、前記制御部が前記第３、第４、第７、及び第８の受信信号に基づいて前
記第２の放送が視聴可能でないと判別したとき、前記第３及び第４の周波数帯域を利用し
て前記第３及び第４の受信信号を受信し、
　前記制御部は、受信した前記第３及び第４の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴
可能か否かを判別することを特徴とする付記１１記載の受信装置。
【０１３６】
　（付記１３）
　前記第７及び第８の周波数帯域は、前記第３及び第４の周波数帯域よりも、前記第２の
周波数帯域において中間周波数帯域側の周波数帯域であることを特徴とする付記１２記載
の受信装置。
【０１３７】
　（付記１４）
　前記受信部は、前記第２の周波数帯域に含まれる全周波数帯域を利用して他の受信信号
を受信し、
　前記制御部は、前記他の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを判別す
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ることを特徴とする付記１２記載の受信装置。
【０１３８】
　（付記１５）
　前記制御部は前記第３の周波数帯域を指定した制御信号を前記受信部に出力し、前記受
信部は前記制御信号に従って前記第３の周波数帯域を利用して前記第３の受信信号を受信
することを特徴とする付記１記載の受信装置。
【０１３９】
　（付記１６）
　前記受信部は、前記第３の受信信号のピーク相関電力値を検出する相関電力検出部を備
え、
　前記制御部は、前記ピーク相関電力値に基づいて前記第２の視聴放送が視聴可能か否か
を判別することを特徴とする付記１記載の受信装置。
【０１４０】
　（付記１７）
　前記第１又は第２の受信信号に対して時間領域の信号から周波数領域の信号に変換が行
われる前に、前記相関電力検出部による前記ピーク相関電力値の検出が行われることを特
徴とする付記１６記載の受信装置。
【０１４１】
　（付記１８）
　前記制御部は、前記第２の放送が視聴可能でないと判別したとき前記第１の放送の視聴
を継続させることを特徴とする付記１記載の受信装置。
【０１４２】
　（付記１９）
　複数の周波数帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第１の周波数帯域を利用して
受信した第１の受信信号に基づいて第１の放送が視聴可能、又は前記複数の周波数帯域の
うち前記第１の周波数帯域以外の全周波数帯域である第２の周波数帯域を利用して受信し
た第２の受信信号に基づいて第２の放送が視聴可能な受信装置における受信方法であって
、
　前記第１の放送が視聴されているとき、前記第２の周波数帯域に含まれる複数の周波数
帯域のうちいずれか一つの周波数帯域である第３の周波数帯域を利用して第３の受信信号
を受信部により受信し、
　前記第３の受信信号に基づいて前記第２の放送が視聴可能か否かを判別し、前記第２の
放送が視聴可能と判別したとき、制御部により前記第１の放送に対する視聴から第２の放
送に対する視聴への切替えを行う
　ことを特徴とする受信方法。
【符号の説明】
【０１４３】
１：送受信システム　　　　　　　　　　１０：送信装置
２０：受信装置　　　　　　　　　　　　２３：ＯＦＤＭ復調部
２５：第１の誤り訂正部　　　　　　　　２６：第２の誤り訂正部
２９：ワンセグデコード部　　　　　　　３０：フルセグデコード部
３３：プロセッサ　　　　　　　　　　　２３１：ＡＤ変換部
２３２：ＦＦＴ部　　　　　　　　　　　
２３３：１セグメント単位相関電力検出部（相関電力検出部）
２３５‐１：第１の１セグメント単位相関器（第１の相関器）
２３５‐２：第２の１セグメント単位相関器（第２の相関器）
２３６：第１の乗算器　　　　　　　　　２３７：第２の乗算器
２３８：第１の加算器　　　　　　　　　２３９：ピーク検出部
２４０：レジスタ　　　　　　　　　　　２５１：受信部
２５２：制御部　　　　　　　　　　　　２３５１：第１のスイッチング制御部
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２３５１‐１：カウンタ　　　　　　　　２３５１‐２：スイッチ
２３５２‐１～２３５２‐４３２：第１～第４３２の遅延素子（シフトレジスタ）
２３５３‐１～２３５３‐４３２：第３～第４３４の乗算器
２３５４：第２の加算器　　　　　　　　２３９１：第２のスイッチング制御部
２３９１‐１：カウンタ　　　　　　　　２３９１‐２：スイッチ
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